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論 文 内 容 の 要 旨

実験日的 :牌臓が造血器官 ･血液貯臓所としての作用のほかに, 門脈循環に対 してある重要な役割を演

じているのではないかとの考が多い｡ そこで著者は交感神経興奮状態時の門脈循環に, 牌臓がいかなる役

割を演ずるかを追求 した｡

実験方法および結果 :健常成犬群および副腺成大群にまずア ドレナリンあるいはノルア ドレナリンを注

射 し, またあるいは内臓神経を電気刺激するなどして交感神経興奮状態を惹起せ しめ, その各群試獣にお

ける門脈圧の変動を追求 した｡ その結果, 健常犬ではア ドレナリン注射, ノルア ドレナ リン注射, 内臓神

経電気刺激のいずれの場合でも, 門脈圧は急速かつ著明に上昇 したが, 別牌犬では, ア ドレナリン注射で

軽度の上昇を示 し, ノルア ドレナリン注射, 内臓神経電気刺激では, 逆に門脈圧は著明に低下 した｡

次に健常犬において同様な刺激を与えて牌静脈と上腸間膜静脈の血流量の変化を追求 した｡ その結果,

牌静脈の血流量はア ドレナリン注射, ノルア ドレナリン注射, 内臓神経電気刺激のいずれの場合でも著明

に増加 したが, 上腸間膜静脈の血流量はア ドレナリン注射の場合にのみ軽度の増加を示 し, ノルア ドレナ

リン注射, 内臓神経電気刺激の場合には逆に著明に減少 した｡

以上の実験結果は, 門脈圧の椎持に対 して牌臓が重要な役割を演 じていることを示 しているものであろ

う｡ このような牌臓の門脈圧調節作用の機序としては, 牌月蔵の収縮によって起こる血液の放出をもっての

調節作用と, そこに貯蔵されているカテコールアミンの放出によって起こる hom eostatic な調節作用の二

つを考えたい｡

次に牌臓に貯蔵されているカテコールアミンのもつ他の一つの意義を求めるために, 血糖値の変動を追

求 した｡ すなわち健常犬にノルア ドレナリンを注射 した場合, 血糖値は上昇 したが, 易リ牌犬では逆に血糖

値は低下 した｡

この事実は牌臓から放出されたカテコールアミンが, 肝臓に作用 して血糖値の低下を防いでいることを

示 しているものである｡ ア ドレナリン注射の場合には, 別牌犬でも血糖値は上昇 し, 特に有意の差を認め
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なかった｡ ア ドレナリンが血液中に増加 した場合, あるいは血糖値が上昇 している場合には, 牌臓は余り

働いていないのではないだろうか｡

考案 :以上の研究結果から著者は, 牌臓というものは, 単に造血器官 ･血液の貯蔵所としての作用を示

す以外に, 門脈循環においては, 門脈圧の維持, 血糖値の維持に重要な役割を演じていることを明きらか

にすることができたものであるといいうる｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

交感神経興奮状態時の門脈循環に, 牌臓が果 している役割を成犬を試獣として実験的に吟味 したのが本

研究である｡

その結果

1. 健常犬にノルア ドレナリンを注射 したり, 内臓神経に電気刺激を加えると, 門脈圧は急速かつ, 著

明に上昇 したが, 別牌犬ではこの際逆に門脈圧は著明に低下 した｡

2. 牌静脈の血流量はノルア ドレナリンの注射あるいは内臓神経の電気刺激によって, 著明に増加 した

が, 上腸間膜静脈の血流量は逆に著 しく減少 した｡

3. 健常犬にア ドレナリンを注射すると, 門脈圧は著明に上昇 したが, 副腺犬ではア ドレナリンの注射

で門脈圧は軽度に上昇 した｡

また牌静脈の血液量は, ア ドレナリン注射で著 しく増加 し, 上腸間膜静脈の血流量はア ドレナリン注射

で軽度の増加を示した｡

4. 健常犬にノルア ドレナリンを注射すると血糖値は上昇 したが, 副腺犬では逆に低下 した｡

5. ところがア ドレナリン注射では, 健常犬のみならず, 別牌犬でも血糖値は上昇 し, 両者において有

意の差は認められなかった｡

すなわち以上の 1) 2) の結果から, 交感神経興奮時の門脈圧調節に牌臓が重要な役割を演じているこ

とがわかり, さらに4)の結果から牌臓が血糖値の調節にも重要な役割を演じていることがわかる｡

しかも牌臓の門脈圧調節作用の機序としては, 牌臓の収縮によって起こる血液の放出をもっての調節が

まず考えられるが, 先人の実験結果で牌神経を刺激 したり, あるいは門脈圧が低下 した際には, そのカテ

コールアミンが門脈中に放出されることが知られていて,そのうえ,このカテコールアミンの内容としては,

ノルア ドレナリンがほとんどそのすべてで, むしろア ドレナリンは含まれていないとの説が多いのである｡

しかし肝グリコリージスにはア ドレナリンが関係してノルア ドレナリンが関与 しないとされている点およ

び 4) 5) の結果からすれば, 牌臓よりの カテコールアミンの中にはかなりの量のア ドレナリンが含有さ

れていることが考えられ, このア ドレナリンは肝臓に作用 して血糖値の調節に関与 しているが, それのみ

でなく, 3) の結果をあわせ考えると, 門脈圧の調節作用にも関係しているものであろう, と考えたい｡

このように本研究は学術上有益であり, 医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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